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あるSVMから別のSVMにボリュームをリホストする

あるSVMから別のSVMにボリュームをリホストする準備

ボリュームのリホスト処理を使用すると、NASまたはSANボリュームをあるSVMから別
のSVMに再割り当てできます。SnapMirrorコピーは必要ありません。具体的なリホスト
手順は、使用するクライアントアクセスプロトコルとボリュームのタイプによって異な
ります。ボリュームのリホストはシステム停止を伴う処理であり、データアクセスとボ
リューム管理のために実行されます。

ボリュームをあるSVMから別のSVMにリホストするには、次の条件を満たしている必要があります。

• ボリュームはオンラインである必要があります。

• プロトコルSANまたはNAS

NASプロトコルの場合は、ボリュームをアンマウントする必要があります。

• ボリュームがSnapMirror関係にある場合は、ボリュームをリホストする前に、その関係を削除または解除
する必要があります。

ボリュームのリホスト処理後にSnapMirror関係を再同期できます。

SMBボリュームをリホストする

SMBプロトコルを使用してデータを提供するボリュームをリホストできます。リホスト
処理後もクライアントが引き続きデータにアクセスできるようにするには、ポリシーと
関連するルールを手動で設定する必要があります。

タスクの内容

• リホストはシステム停止を伴う処理です。

• リホスト処理が失敗した場合は、ソースボリュームでボリュームポリシーと関連ルールの再設定が必要に
なることがあります。

• ソース SVM とデスティネーション SVM の Active Directory ドメインが異なる場合は、ボリューム上のオ
ブジェクトへのアクセスが失われる可能性があります。

• ONTAP 9.8以降では、NetApp Volume Encryption（NVE）を使用するボリュームのリホストがサポートさ
れます。オンボードキーマネージャを使用している場合は、リホスト処理中に暗号化されたメタデータが
変更されます。ユーザデータは変更されません。

ONTAP 9.8以前を使用している場合は、リホスト処理を実行する前にボリュームの暗号化を解除する必要
があります。

• ソース SVM にローカルユーザとローカルグループが含まれている場合、ファイルとディレクトリに対し
て設定された権限（ ACL ）はボリュームのリホスト処理後に無効になります。

監査ACL（SACL）についても同様です。

1



• 次のボリュームポリシー、ポリシールール、および構成はリホスト処理後にソースボリュームから失われ
るため、リホストしたボリュームで手動で再設定する必要があります。

◦ ボリュームとqtreeのエクスポートポリシー

◦ ウィルス対策ポリシー

◦ ボリューム効率化ポリシー

◦ Quality of Service （ QoS ；サービス品質）ポリシー

◦ Snapshotポリシー

◦ クォータルール

◦ ns-switch とネームサービスの設定のエクスポートポリシーとルール

◦ ユーザ ID とグループ ID

開始する前に

• ボリュームはオンラインである必要があります。

• ボリューム管理処理（ボリュームの移動やLUNの移動など）を実行していないことを確認してください。

• リホストするボリュームへのデータアクセスを停止する必要があります。

• リホストするボリュームのデータアクセスをサポートするようにターゲット SVM の ns-switch とネーム
サービスを設定する必要があります。

• ソース SVM とデスティネーション SVM の Active Directory ドメインと DNS ドメインが同じであること
が必要です。

• ボリュームのユーザ ID とグループ ID をターゲット SVM で使用可能であるか、またはホストするボリュ
ームで変更する必要があります。

ローカルユーザとローカルグループが設定されていて、それらのユーザまたはグループに
対して権限が設定されているボリューム上にファイルとディレクトリがある場合、それら
の権限は無効になります。

手順

1. ボリュームのリホスト処理が失敗した場合にCIFS共有の情報が失われないように、CIFS共有に関する情
報を記録します。

2. 親ボリュームからボリュームをアンマウントします。

volume unmount

3. advanced権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

4. デスティネーション SVM でボリュームをリホストします。

volume rehost -vserver source_svm -volume vol_name -destination-vserver

destination_svm

5. デスティネーションSVMの適切なジャンクションパスにボリュームをマウントします。
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volume mount

6. リホストしたボリューム用のCIFS共有を作成します。

vserver cifs share create

7. ソース SVM とデスティネーション SVM で DNS ドメインが異なる場合は、新しいユーザとグループを作
成します。

8. 新しいデスティネーション SVM の LIF とリホストしたボリュームへのジャンクションパスで、 CIFS ク
ライアントを更新します。

終了後

ポリシーおよび関連するルールをリホストしたボリュームに手動で再設定する必要があります。

"SMBの設定"

"SMBオヨヒNFSノマルチフロトコルセツテイ"

NFSボリュームをリホストする

NFSプロトコルを使用してデータを提供するボリュームをリホストできます。リホスト
処理後もクライアントが引き続きデータにアクセスできるようにするには、ボリューム
をSVMのエクスポートポリシーに関連付け、ポリシーと関連ルールを手動で設定する必
要があります。

タスクの内容

• リホストはシステム停止を伴う処理です。

• リホスト処理が失敗した場合は、ソースボリュームでボリュームポリシーと関連ルールの再設定が必要に
なることがあります。

• ONTAP 9.8以降では、NetApp Volume Encryption（NVE）を使用するボリュームのリホストがサポートさ
れます。オンボードキーマネージャを使用している場合は、リホスト処理中に暗号化されたメタデータが
変更されます。ユーザデータは変更されません。

ONTAP 9.8以前を使用している場合は、リホスト処理を実行する前にボリュームの暗号化を解除する必要
があります。

• 次のボリュームポリシー、ポリシールール、および構成はリホスト処理後にソースボリュームから失われ
るため、リホストしたボリュームで手動で再設定する必要があります。

◦ ボリュームとqtreeのエクスポートポリシー

◦ ウィルス対策ポリシー

◦ ボリューム効率化ポリシー

◦ Quality of Service （ QoS ；サービス品質）ポリシー

◦ Snapshotポリシー

◦ クォータルール

◦ ns-switch とネームサービスの設定のエクスポートポリシーとルール
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◦ ユーザ ID とグループ ID

開始する前に

• ボリュームはオンラインである必要があります。

• ボリューム管理処理（ボリュームの移動やLUNの移動など）を実行していないことを確認してください。

• リホストするボリュームへのデータアクセスを停止する必要があります。

• リホストするボリュームのデータアクセスをサポートするようにターゲット SVM の ns-switch とネーム
サービスを設定する必要があります。

• ボリュームのユーザ ID とグループ ID をターゲット SVM で使用可能であるか、またはホストするボリュ
ームで変更する必要があります。

手順

1. ボリュームのリホスト処理が失敗した場合に NFS ポリシーの情報が失われないように、 NFS エクスポー
トポリシーに関する情報を記録します。

2. 親ボリュームからボリュームをアンマウントします。

volume unmount

3. advanced権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

4. デスティネーション SVM でボリュームをリホストします。

volume rehost -vserver source_svm -volume volume_name -destination-vserver

destination_svm

デスティネーション SVM のデフォルトのエクスポートポリシーがリホストしたボリュームに適用されま
す。

5. エクスポートポリシーを作成します。

vserver export-policy create

6. リホストしたボリュームのエクスポートポリシーをユーザ定義のエクスポートポリシーに更新します。

volume modify

7. デスティネーションSVMの適切なジャンクションパスにボリュームをマウントします。

volume mount

8. デスティネーション SVM で NFS サービスが実行されていることを確認します。

9. リホストしたボリュームへのNFSアクセスを再開します。

10. NFS クライアントのクレデンシャルと LIF の構成を更新して、デスティネーション SVM の LIF を反映さ
せます。

これは、ボリュームのアクセスパス（LIFとジャンクションパス）が変更されているためです。
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終了後

ポリシーおよび関連するルールをリホストしたボリュームに手動で再設定する必要があります。詳細について
は、を参照してください "NFSの設定" 。

SANボリュームをリホストする

マッピングされたLUNを介してデータを提供するSANボリュームをリホストできます。
デスティネーションSVMでイニシエータグループ（igroup）を再作成したあと、ボリュ
ームのリホスト処理で同じSVMでボリュームを自動的に再マッピングできます。

タスクの内容

• リホストはシステム停止を伴う処理です。

• リホスト処理が失敗した場合は、ソースボリュームでボリュームポリシーと関連ルールの再設定が必要に
なることがあります。

• ONTAP 9.8以降では、NetApp Volume Encryption（NVE）を使用するボリュームのリホストがサポートさ
れます。オンボードキーマネージャを使用している場合は、リホスト処理中に暗号化されたメタデータが
変更されます。ユーザデータは変更されません。

ONTAP 9.8以前を使用している場合は、リホスト処理を実行する前にボリュームの暗号化を解除する必要
があります。

• 次のボリュームポリシー、ポリシールール、および構成はリホスト処理後にソースボリュームから失われ
るため、リホストしたボリュームで手動で再設定する必要があります。

◦ ウィルス対策ポリシー

◦ ボリューム効率化ポリシー

◦ Quality of Service （ QoS ；サービス品質）ポリシー

◦ Snapshotポリシー

◦ ns-switch とネームサービスの設定のエクスポートポリシーとルール

◦ ユーザ ID とグループ ID

開始する前に

• ボリュームはオンラインである必要があります。

• ボリューム管理処理（ボリュームの移動やLUNの移動など）を実行していないことを確認してください。

• ボリュームまたはLUNにアクティブなI/Oがないことを確認します。

• デスティネーション SVM に同じ名前でイニシエータが異なる igroup がないことを確認しておく必要があ
ります。

igroupの名前が同じ場合は、いずれかのSVM（ソースまたはデスティネーション）でigroupの名前を変更
しておく必要があります。

• オプションを有効にしておく必要があり `force-unmap-luns`ます。

◦ このオプションのデフォルト値 force-unmap-luns`はです `false。

◦ このオプションをに true`設定しても、警告メッセージや確認メッセージは表示されません
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`force-unmap-luns。

手順

1. ターゲットボリュームの LUN マッピング情報を記録します。

lun mapping show volume volume vserver source_svm

これは、ボリュームのリホストが失敗した場合にLUNマッピングに関する情報が失われないようにするた
めの予防的な手順です。

2. ターゲットボリュームに関連付けられているigroupを削除します。

3. デスティネーションSVMにターゲットボリュームをリホストします。

volume rehost -vserver source_svm -volume volume_name -destination-vserver

destination_svm

4. ターゲットボリュームのLUNを適切なigroupにマッピングします。

◦ ボリュームのリホストではターゲットボリュームにLUNが保持されますが、LUNのマッピングは解除
されたままです。

◦ LUN のマッピングにはデスティネーション SVM のポートセットを使用します。

◦ この `auto-remap-luns`オプションをに設定する `true`と、リホスト後にLUNが自動的にマッピングさ
れます。

SnapMirror関係にあるボリュームをリホストする

SnapMirror関係の一部として定義されているボリュームをリホストできます。関係をリ
ホストする前に考慮する必要があるいくつかの問題があります。

タスクの内容

• リホストはシステム停止を伴う処理です。

• リホスト処理が失敗した場合は、ソースボリュームでボリュームポリシーと関連ルールの再設定が必要に
なることがあります。

• 次のボリュームポリシー、ポリシールール、および構成はリホスト処理後にソースボリュームから失われ
るため、リホストしたボリュームで手動で再設定する必要があります。

◦ ボリュームとqtreeのエクスポートポリシー

◦ ウィルス対策ポリシー

◦ ボリューム効率化ポリシー

◦ Quality of Service （ QoS ；サービス品質）ポリシー

◦ Snapshotポリシー

◦ クォータルール

◦ ns-switch とネームサービスの設定のエクスポートポリシーとルール

◦ ユーザ ID とグループ ID
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開始する前に

• ボリュームはオンラインである必要があります。

• ボリューム管理処理（ボリュームの移動やLUNの移動など）を実行していないことを確認してください。

• リホストするボリュームへのデータアクセスを停止する必要があります。

• リホストするボリュームのデータアクセスをサポートするようにターゲット SVM の ns-switch とネーム
サービスを設定する必要があります。

• ボリュームのユーザ ID とグループ ID をターゲット SVM で使用可能であるか、またはホストするボリュ
ームで変更する必要があります。

手順

1. SnapMirror関係のタイプを記録します。

snapmirror show

これは、ボリュームのリホストが失敗した場合にSnapMirror関係タイプに関する情報が失われないように
するための予防的な手順です。

2. デスティネーションクラスタから、SnapMirror関係を削除します。

snapmirror delete

SnapMirror関係を解除しないでください。解除すると、デスティネーションボリュームのデータ保護機能
が失われ、リホスト処理後に関係を再確立できなくなります。

3. ソースクラスタから、SnapMirror関係の情報を削除します。

snapmirror release -relationship-info-only true

パラメータをに `true`設定する `-relationship-info-only`と、Snapshotは削除されずにソースの関係情報が
削除されます。

4. ボリュームがマウントされている場合は、アンマウントします。

volume unmount -vserver <source_svm> -volume <vol_name>

5. advanced権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

6. デスティネーション SVM でボリュームをリホストします。

volume rehost -vserver <source_svm> -volume <vol_name> -destination-vserver

<destination_svm>

7. SVMピア関係が存在しない場合は、ソースSVMとデスティネーションSVMの間にSVMピア関係を作成し
ます。

vserver peer create

8. ソースボリュームとデスティネーションボリューム間にSnapMirror関係を作成します。

7



snapmirror create

DPボリュームをホストしているSVMからコマンドを実行する必要があり `snapmirror create`ます。リホス
トしたボリュームは、SnapMirror関係のソースまたはデスティネーションにすることができます。

9. SnapMirror関係を再同期します。

ボリュームのリホストでサポートされない機能

ONTAPには、ボリュームのリホストをサポートしない機能がいくつかあります。リホス
ト処理を実行する前に、これらの機能について理解しておく必要があります。

次の機能は、ボリュームのリホストではサポートされません。

• SVM DR

• MetroClusterコウセイ

MetroCluster構成では、ボリュームをFlexCloneボリュームとして別のSVMにクローニング
することもできません。

• SnapLockボリューム

• NetApp Volume Encryption（NVE）ボリューム（ONTAP 9.8より前のバージョン）

ONTAP 9.8より前のリリースでは、ボリュームをリホストする前に暗号化を解除する必要があります。ボ
リュームの暗号化キーはSVMキーによって異なります。ボリュームを別のSVMに移動した場合に、ソース
またはデスティネーションのSVMでマルチテナント キーの設定が有効になっていると、ボリューム
とSVMのキーが一致しなくなります。

ONTAP 9.8以降では、NVEでボリュームをリホストできます。

• FlexGroupホリユウム

• クローンボリューム
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